
ＳＳＨ ポスター発表会

去る９月６日（土）に、本校の新三丘会館において、ＳＳＨのポスター発表会が

行われました。２年生及び理数系クラブは各班やクラブの研究成果、1 年生は７月・

８月の研究室（大阪市立大学及び大阪大学）訪問の報告をそれぞれ一枚のポスター

にまとめ、班員で交代しながら来場者にプレゼンテーションしました。大学教授、

教育委員会関係者、ＴＡ、保護者、本校生徒、本校教員など多数の来場があり、随

所で白熱した質疑応答が行われるなど、非常に有意義な発表会となりました。

《発表テーマ》タイトルの後のアイコンをダブルクリックすると発表されたポスターを見ることができます。

２年 物理１班 紙で椅子をつくる

２年 物理２班 服のあたたかさと色の関係について

２年 物理３班 段ボールで防音室をつくる

２年 化学１班 仁徳陵のお堀の水質調査

２年 化学２班 指示薬になる蛍光色素の研究

２年 化学３班 ルビーの単結晶の合成

２年 生物１班 芦が池の水質調査

２年 生物２班 グッピーの繁殖行動における捕食者の影響

２年 生物３班 ミミズと生育環境

２年 数学１班 黄金比に関する図形的な考察

２年 数学２班 整数論に関するゲームの必勝法

天文部 自作プラネタリウムの作成

理化部 人工イクラに関するいくつかの考察




     


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


２年 物理１班 


 


 


北野 竜也／肥下 友梨恵 


紙の耐久性について 
 


４．今後の課題 


○ 本数を２本より多くしたとき、耐久性は本当に１本分ずつ大きくなるのかを調べる。 


○ １枚の紙から、円柱を１本作った場合と複数本作った場合の耐久性の違いを実験する。 


○ 測定時、円柱が滑らないように水平面の机で、摩擦力を大きくするためのシートを使用する。 


１．動機・先行研究・目的 


 
 
 
 
 
 
 
 


紙で人を支えることは，可能か？ 


《条件》 


・紙の枚数を最小限に。 


・Ｂ５用紙を使用。 


＝先行研究＝ 


紙を丸め、柱（底面の形は、


正三角形、正方形、正五角


形、正六角形、円）をつく


り、それぞれを２回ずつつ


ぶし耐久性を調べた結果、


円柱が一番耐久性がある。 


紙の耐久性を調べる！ 


 


円柱を用い、円柱の並べ方や組み合わせ方の違いで、円柱が


どれだけの重さに耐えることができるかを調べる。 


２．実験 


《目的》 


① 円柱１本での耐久性について調べる。 


② 円柱の本数を増やした場合、円柱１本あたりの 


耐久性が変化するかを調べる。 


 


《方法》 


① Ｂ５用紙を丸め、紙の円柱を作った。 


② ①で作った円柱を同じ高さの机に設置し、円柱の上に 


木の板を乗せ、おもりを吊るした（図１）。 


③ 円柱が図２のようにつぶれた時の質量を測定した。 


④ 円柱１本の場合と２本の場合とで、①～③の操作をそれぞれ 10 回ずつ行った。 


 


図２ つぶした円柱 


今回の実験では… 


垂直方向のみの 


耐久性を測定した。 


３．結果と考察 


測定値の結果は、図３に示す。 


〇 円柱１本で、約 1.4kg を支えることができる。 


○ 平均値が２倍である。 


⇒ 円柱の数が増えても、 


１本あたりの耐久性に変化はない。 


○ 測定値にばらつきがある。 


⇒ 円柱のつぶれ方に差があったためである。 


 


※ 最低値のとき、円柱は図２のようにつぶれず、 


円柱が滑ってつぶれた。 


図３ 円柱の本数と耐久性 
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図３ 実験結果 
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２年 物理２班 


より暖かい服の色って？ 
坂井優希 菊谷萌佳 


 


＊課題＊ 


● 水の凝縮量の数値化により凝縮熱を測定する。 
● 周囲の環境による色と凝縮熱の関係について調べる。 


＊動機・目的＊ 
 


服は何色が、一番暖かいのか？ 


服の色と暖かさの関係について調べる！ 


《服を着ると暖かく感じる原因》 


●吸湿発熱反応 
・・・ 繊維が水蒸気を吸収したときに 


発熱する反応。 


⇒凝縮熱が発生 


 


《実験Ⅰ》 
１.目的 
色との関係の前に,気化熱によって、 


繊維の温度変化するのか調べる。 


2.方法 
次のⅰ～ⅲを温度計に巻き,温度を時間ごとに測定した。 


（ⅰ） ガーゼ 


（ⅱ） ガーゼ＋ラップ 


（ⅲ） ガーゼ＋スズランテープ 


3.結果・考察 
（ⅰ）と（ⅱ）に温度差がある。 


→ 水が蒸発すると気化熱が発生する。 


（ⅰ）と（ⅲ）に温度差がある。 


→ 水がたくさん蒸発した方が気化熱は大きくなる。 


「凝縮熱の大きさ＝気化熱の大きさ」の関係を注


目 


《実験Ⅱ》 
１.目的 


「凝縮熱の大きさ」と「色と凝縮熱の関係」を調べる。 


 


2.方法 


① 乾燥させた布の作成（図１、図２）。 
密閉容器に、塩化カルシウムと網を入れ、その上に布を乗せる。 


そのままの状態で、２週間放置する。 


 


② 温度計に乾かした布を巻き、質量を測定する。 
 


③ 湿らした布の作成（図３）。 
湿度 100％の密閉容器に①の布を温度計に巻いて入れる。 


そのままの状態で、２週間放置する。 


 


④ ２週間経過したのち、質量を測定する。 
 


⑤ 質量の変化値より、布に対する水吸着量を測定し、 


凝縮熱の大きさを求める。 


また、そのときの布の温度変化も測定する。 
 


Ｐ 


図３．水蒸気吸着装置 


 


図２．実際の乾燥装置 


 
CaCl2 


図１．乾燥装置（モデル図） 
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今後、防音実験室に組み込む遮音材・吸音材を検討する。まずは、右図のような
小型の実験装置を作り、各素材の遮音効果・吸音効果を調べる。


①防音実験室の作成


①図２グラフの通り、3つのマイクの性能のバラつきは小さいと考えられるので、このマイクは防音室の防音
効果の測定に使用できると考えられる。


②防音実験室があるときは、ない時よりマイクが読み込んだ音圧が低いという予測通りの結果が得られた為、
防音性能を調査できる防音実験室および実験手法が確立できたと考えられる。


平行な面で生じる定常波を考慮し、寸法が互い
に整数倍にならないよう設計した。段ボールの
繋ぎ目は、扉も含め、隙間の無いよう配慮した。


目的
防音実験室を作成し、測定器（マイク）の性能を確認した。考案した実験方法で、防音実験室の有無による騒音
の差を確認したところ、予想通りの結果になった。実験装置・手法を確立したと考え、今後の実験を進めてゆく。結論


実験方法と結果


③測定方法の検討


考察


今後


ダンボールで防音室を作るための実験の前段階として、
①防音実験室の作成 ②測定器の性能調査 ③防音性能の測定方法確立 を実施した。


家で音楽を聴いたり、楽器を演奏するために防音室が欲しいと思い、手軽で安価な防音室を作ろうと考えた。


160


65


実験に用いるマイク（3つ）を防音室の中央に置き、無音状態でのノイズを
測定した。得られた音声データを周波数ごとに分析した。


―マイク1 ―マイク2 ―マイク3


マイク1 マイク3マイク2


②測定器（マイク）の性能調査


騒音源として、あらゆる可聴覚
周波数帯域の周波数成分を含む


ホワイトノイズを使用


室内の騒音を室外で測定し、音声データを周波数ごとに分析した。試行として、防音室の有無による音圧変化を確認した。


防音実験室


マイク


扉


図２．マイク性能調査測定状況 測定結果


図１．ダンボール製防音実験室


防音室は、人がギターを


演奏できる空間を確保
65W×180D×160H(cm)


図３．騒音測定方法


図４．騒音測定結果
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2 年 化学１班 


仁徳陵のお堀の水質調査 


西村 鳴海/木戸 真之/大塚 和樹 


１ 動機・目的・先行研究  Motive・Purpose・Precedent Study 


先輩の先行研究に興味を持ち、引き継ごうと思った。 


先行研究では、主に水質と生物の関係についてであったが、我々は、 


化学的な水質調査を続けるとともに、環境基準を大幅に上回る 


仁徳陵の水を浄化させる方法を研究し、探し求める。 


 


 


２ 仮説  Hypothesis 


   水質を悪化させる有機物を水中から除去することができれば、 


   化学的にも、視覚的にも、水質を改善できるのではないかと考えた。 


３ 実験方法 Experiment method 


    月に 2 回程度仁徳陵に伺って、2 堀・3 堀の水を採集し、 


    持ち帰ったその水を利用して、実験を行った。 


   （水質調査） 


酸化還元反応を用いて COD(化学的酸素要求量）、 


パックテストを用いて、リン酸、硝酸、アンモニアの量 


専用の機器を用いて、電気伝導度、pH を測定した。 


   （水質浄化） 


有機物が負に帯電していることを利用して、3 価の陽イオンを含む 


     ミョウバンを水に入れ、水中の有機物を集め、沈殿させる。 


     


４ 結果 Result 


   水中の有機物を集め、沈殿させることはできたが、その有機物を 


水中から取り出すまでには、至らなかった。 


しかし、有機物を集めたことで、上澄みなどの部分では、視覚的な水質の改善が 


確認できた。 


 


５ 考察・今後の課題 Consideration・Future problem 


    水中の有機物を効率よく吸着させる方法を考える 


    有機物を回収するために、現在、炭酸水と沸騰石を用いて泡を発生させ、 


有機物を浮かせる方法を検討しているが、 


発生させた泡が水面で壊れてしまうと有機物を回収することができないので、 


丈夫な泡を発生させる方法を考える。 


     また、将来的に、実際に利用していくことができるようにするため、 


    ビーカー内での実験を、仁徳陵のお堀でも活かせる方法を考える。 
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結果 


蛍光ができなくなった時点で、上の式から求めた鉄 (Ⅲ)の滴定量と水溶液中の水酸化物イオンの 


 


化学２班          指示薬になる蛍光色素の研究にむけて   


フルオレセインを用いた水酸化物イオンの滴定 
                          


西浦拓海  荒木良太  田島遼太郎 


 


1. 動機・目的  Motive ・Purpose  


蛍光する指示薬としてフルオレセインを用いる方法を模索していたところ、ファヤンス法を応用して 


フルオレセインによる水酸化物イオンの定量が可能か研究しようと考えた。 


 


2.仮説 Hypothesis 


ファヤンス法において AgNO₃を用いたが OH⁻の滴定には不適なので、適当な物質を見つければファヤンス法の原理を応用し


て水溶液中の OH⁻の定量ができるのではないか。そこで Fe³⁺と OH⁻の関係式を考えた。以下の式をⒶ式とする          


① Fe³⁺＋3OH⁻→Fe(OH)₃  


② Fe(OH)₃＋3OH⁻→Fe(OH)₃・3OH⁻  〖OH⁻が多いとき〗 


Fe(OH)₃＋Fe³⁺→Fe₂(OH)₃³⁺    〖OH⁻が少ないとき〗 


③ Fe₂(OH)₃³⁺＋3Fl⁻→有色物質 


これらより Fe³⁺滴下した量の三倍が OH⁻の量になるとかんがえる。 


 


 


 
3.実験 Experiment method 


   FeCl₃･6H₂O を使用する。 


1.0×10⁻²mol/L の NaOH 水溶液 30ml を用意し、1.0×10⁻²mol/L の塩化鉄(Ⅲ)水溶液を作り滴定する。 


 Fe³⁺ OH⁻ 


一回目 10.6mL 30mL 


二回目 9.6ml 30ml 


三回目 9.7ml 30ml 


 


結果 Result 


滴下した量の三倍が OH⁻の量になった。 


 


考察 Consideration 


Ⓐ式の通りの反応が起こったか定かではないが、Fe³⁺で OH⁻の測定はできる。 


      


 


4.今後の課題 Future problem 


  反応式が正しいかどうかがわからないので、式の検証、及び実験を行って正しく説明できるようにする。 
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吉川 咲  /  田野 絹香  /  辻 華穂 


 


温度 


℃ 


１.動機・目的 
先行研究を見ていて、自分たちでつくることができたらおもしろいとおもったから。 


安価かつ簡易な操作で、ルビーの単結晶を合成すること。 


ルビーの単結晶の合成 


２．仮説 
フラックス法、冷却法を用いれば、肉眼で確認できる（1～2ミリ）大きさの結晶を合成することが 


 できるのではないか。 


３．実験方法 
酸化アルミニウムと酸化クロムの混合物と、フラックスを混合して、アルミナるつぼに入れて、電気炉で加熱する。 


  フラックスには氷晶石を使用。さまざまに条件をかえて実験を行う。 


４．結果 


     


 


 


 


 


アルミナ ０．９４ｇ            ０．９２ｇ      ０．９２ｇ       ０．９０ｇ 


酸化クロム ０．０６ｇ           ０．０８ｇ      ０．０８ｇ       ０．１０ｇ 


氷晶石  ４．００ｇ            ４．００ｇ      ４．００ｇ       ４．００ｇ 


加熱時間 １１００℃            １０５０℃      １０００℃       １１００℃ 


     １２時間保持し、         ８時間保持し、    ８時間保持し、     ３０分保持し、 


     ３時間で１００℃         １時間で１０℃    １時間で１０℃     １時間で５℃ 


     下げる              下げる        下げる         下げる 
 


２年 化学３班 


５．考察・今後の課題 
○るつぼの外にふきだした白、黄色のかたまりは、氷晶石とクロムの混合物 


         →フラックスがあふれでているから結晶が成長しないのか？ 


○ルビーの色→アルミナるつぼでルビーを合成するための最適な比率をみつける。 


○温度についても再度検討する。 
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２年 生物１班 


 


鈴木 翔 / 前田 拓人 / 森 暉 


１． 研究動機  


先輩の先行研究「仁徳陵のお堀の水質調査」に興味を持ち、三国丘高校にとって、身近な仁徳陵


が汚れているのは気になったので，引き継ごうと思った。そして、先行研究の課題として挙げられて


いた、仁徳陵のお堀の水の流入元である芦ヶ池について，詳しく研究してみたくなった。 


 


 ２．目的 


仁徳陵と芦ヶ池の水質の違いを、調査・実験によって求め、相関関係があるのかを確かめる。そして，主な汚れの原因が何であるのかを見つける。 


３．実験方法 


３週間に１回程度、現地及び学校で水質調査を行う。 


（調査項目） 


・天気 ・気温 ・水温 ・水深 ・透視度 ・ＤＯ（溶存酸素量） →現地で測定 


・ＣＯＤ（化学的酸素要求量） ・クロロフィル a ・電気伝導度 ・ｐＨ ・パックテスト（NO２
-，NO3


-，NH4
+，PO4


3-，ＣＯＤ） →学校で測定 


ＣＯＤは、過マンガン酸カリウムを用いた酸化還元滴定と、パックテストを並行し、値を求める。（パックテストの値は誤差が大きいため） 


クロロフィル a は、ろ紙上に植物プランクトンをこし取り、アセトンを用いて植物プランクトンからクロロフィル a を抽出し、遠心分離をする。そして、そ


の上澄み液の吸光度を分光光度計で測定し、クロロフィル aの濃度を求める。 


電気伝導度、ｐＨは、計測器を用いて測定する。 


４．実験結果と考察 


調査結果をグラフに示す。 


 ＣＯＤの値の範囲は、環境基準（8mg/L）を大きく上回


っている。また、芦ヶ池と仁徳陵の変化の仕方に相関


関係がみられた。 


 透視度の値は、仁徳陵のほうが芦ヶ池より小さかった。 


→仁徳陵の方の見通しが悪い。 


 クロロフィル a の量は、透視度と強い負の相関関係が


みられた。池の水が緑色であった 8/6 に高くなってい


たことからも、池の見た目が悪くなっているのは、植物


プランクトンが主な要因であるといえる。 


  


５．今後の課題 


 アオコの発生をおさえるには、植物プランクトンの栄養分となる窒素とリンのバランスを崩せばよい


という話を聞いた。そこでまず、現在パックテストで行っている窒素化合物の測定をより正確にする


ため、紫外線吸光光度法を用いて窒素の全量を測定できるようにする。 


 窒素の全量から、クロロフィルを求められる関数の式を求める。 


参考文献 


「新編 湖沼調査法」  西條八束・三田村緒佐武 著 講談社 
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4 結果 Result 


 


２年 生物２班 


                                


砂原 翔・古澤 知也・岩佐 美月 


3 実験方法  Experiment method 


グッピーのつがいを水槽に入れ、ビデオ撮影を行い、求愛行動がどのようなものなのかを調べる。 


グッピーのつがいを入れた水槽に２種類の仕切りを入れ、グッピーの反対側に捕食者としてオヤニラミを入れる場合とグッピーのつがい


とオヤニラミを別々の透明な水槽に入れる場合に分けて、水槽を正面から一定時間(30 分間)ビデオ撮影し、(1)オヤニラミの有無、(2)オ


ヤニラミを視認できるかどうか(3)水を共有しているかどうかによって求愛行動に変化が見られるのかどうかを調べる。以下の 8パターン


で対照実験をする。 


実験の様子 


 


 


 


 


 


 


 


 ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  


オヤニラミ ○ ○ ○ ○ × × × × 


視認できる ○ × ○ × ○ × ○ × 


水を共有 ○ ○ × × ○ ○ × × 


 


1 動機・目的  Motive・Purpose 


・先輩がされていたグッピーの求愛行動について興味を持っ


た。 


・小型の肉食魚でも求愛行動に変化が見られるのかを調べる。 


・先輩の研究で求愛行動か群れとしての行動かがわからない行


動があったので、それを明確にする。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


2 仮説 Hypothesis 
オヤニラミがいない時に比べて、オヤニラミがいるときは求愛行動
をする回数が減る。 
オヤニラミと水を共有しているかどうか、オヤニラミを視認できる
かどうかによって求愛行動に変化がみられる。 
 


5 考察 Consideration 
(1)オヤニラミの有無、(2)視認できるかどうかによって、求愛行動に影響を
及ぼしていると考えられる。(3)水を共有しているかどうかによっては、求愛
行動に影響を及ぼさないと考えられる。 


6 今後の課題 Future problem 
・実験回数を増やし、データを多くとる。 
・グッピーおよび水槽内の環境をそろえて、実験を行
う。 


2014.9.6(土) 
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４．考察・今後の課題  


・ミミズは陸生、水生を問わず十分な酸素があれば、陸上でも水中でも生息することが可能であると考えられる。 


・実験②のミミズがどうして死亡したのか、またいつどの時点で身が崩れたのかがわからない。そのため、実験②と同様の実験を、観


察頻度を増やして行う予定である。 


・当初の目的である陸生のミミズの水質に及ぼす影響と、水生のミミズの土壌に及ぼす影響を調べる。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  


 


 


 


 


 


 


 


            


 


 


 


 


 


 


 


                                  ２０１４/０９/０６ 


３．実験（方法・仮説・結果）   
   


 


１．研究動機 


   昨年先輩が行っていたミミズの土壌改良についての研究を見て、ミミズが環境に及ぼす影響に興味を持った。また、ミミズについ


ての具体的な研究テーマを決める際に、ミミズのなかには水の中で生息するものもいると知り、陸生のミミズと水生のミミズにはどのよ


うな違いがあるのか疑問に思った。 


 
２．研究目的  


   陸生ミミズと水生ミミズが土壌や水質に与える影響はそれぞれの生育環境を本来のものと変える（陸生ミミズを水中で、水生ミミズ


を土の中で飼育する）ことによって左右されるのかを調べる。 


 


２年 生物３班 


ミミズと生育環境 


阿部 沙也佳/河村 明日美/中川 真海/安井 章子 


実験① 


＜方法＞ 


シマミミズを下の写真のような土、土＋水、水の水槽に３匹ずつ入れる(土＋水、水にはエアーレーションを入れる)。イトミミズはとて


も小さいためビーカーで同じような状態を作り出し数匹入れる。これらを２週間３日ごとに観察する。餌はキャベツを用いる。 


＜仮説＞ 


 どちらも同じく皮膚呼吸をしているため、 


どのミミズも２週間生存できる。 


＜結果＞ 


どのミミズも２週間生存していた。 


また、このときシマミミズの大きさが土＋水＞水＞土であるように感じた。 


実験② 


＜方法＞ 


実験①と同じような土＋水、水の水槽からエアーレーションを


抜いてシマミミズを３匹ずつ入れて実験し、エアーレーションを


入れた土＋水、水の水槽と比較する。餌はホウレンソウパウダ


ーを用いる。 


＜仮説＞ 


 エアーレーションを入れていない 


水槽では水中の酸素が少なくなる 


ため、入れた水槽よりも早く死亡する。 


＜結果＞ 


開始から５日後に観察すると、エアーレーションを入れていな


い水槽では全て死亡して形が崩れていた。また、入れた水槽で


は３週間以上生存している。 


実験③  


＜方法＞ 


初めにシマミミズ３匹あたりの体重を量り、実験①と同様の３つ


の環境で４週間飼育する。その後、再度体重を量る。 餌はホウ


レンソウパウダーを用いる。 


＜仮説＞ 


生育環境の違いで実験前と実験後のシマミミズの大きさの変


化に違いが生じる。 


＜結果＞ 


 現在、実験中である。 


 


※以下の実験では陸生のミミズとしてシマミミズ、水生ミミズとしてイトミミズを用いることにする。 
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２年数学 1班 


    黄金比に関する図形的な考察   
                                 春木佑太 


1.黄金比とは？ 


まず、長方形を 1 つ考える。そこから、短いほうの辺を 1 辺とする正方


形を長方形から切り取る。すると、小さい長方形ができる。この長方形


が、元の長方形と相似であるようにしたときの、辺の比を黄金比という。 


1:X=X-1:1   X>0より X=1+√5/2 


 


2.三国丘高校の校章について 


 


今回、黄金比の図形的な考察をするに 


あたって、三国ヶ丘高校の校章を 


研究材料に選んだ。 


研究の目的は、黄金比を用いて、 


理想的な校章を作成することである。 


なお図１は、校章を図形的にあらわしたものである。 


                                      図１ 


 


 


3.黄金比を用いた図形が美しいことについての証明     


（証明） 


黄金長方形を３つつなげた図１について、右図の 


ように赤線を引く。 


すると右図にて拡大したところに 


黄金比に近い数値がみられた。 


その誤差は約２％であった。 


求め方は、（差／φ）×100 


よって図１は美しい。 


 


 


黄金比    1：1.61803398874 


求めた数値   1：1.65125853844 


4.今後の課題 


・今回作成した理想的な校章が美しいことについての証明をさらにおこない、信憑性を高める。 


・これ以外の図形についても考察をおこなう。 


・以前から計画していたアルファベットの研究に取り組む。 


 


 


 


1


1


1


1


1 


Ｘ 1 
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１「マッチ」とは？ 


 手遊びの一種でグリーンピースや戦争、ETなどの呼び名もある。 


ルール 1.先攻、後攻を決め.両者人差し指を出して相手に見せる。 


（これで両者とも両手は人差し指のみなので、両手は「1」である）。 


２.先攻が「選択」を行う。 ３.後攻が同様に行う。 


４.これを繰り返し、先に相手の両手を「消滅」させた者が勝ちとなる。 


「選択」･･･両手のどちらかで、相手の手のいずれか一つを選ぶ。 選ばれた手は、選んだ手の指の数が足される。 


「消滅」･･･ 指の本数が「５」以上になった場合、その手が使用できなくなる。                            


３．方法Ⅰ  場合分けを用いる     (例)先手の手が二つ、後手の手が一つの場合 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


上より b+c≧5，b+c<5∧a+b+c≧５，a+b+c＜5 の場合、先手必勝ということがわかる。（∧：かつ,∨：または） 


同様にして先手・後手の手が二つの場合（先手 a≦b、後手 c≦d） 


b+d≧5 ならば b+c<5∨a+d≧5∨2a+c<5 で先手必勝、b+c≧5∧a+d<5∧2a+c≧5で後手必勝と分かった。 


 


方法Ⅱ  しらみつぶし 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


上のように両者両手が「１」の場合について 


B+D≧５となるまでの全ての手を表にして勝敗を調べた。 


(Ｂ:先手の大きいほうの手 Ｄ:後手の大きいほうの手) 


２．動機・目的  


子供の頃よく遊んだ数字を使ったゲーム「マッチ」に改めて興味を持ち、その必勝法を数学的に見つけられない


かと考え、必勝となる条件を研究した。 


マ ッ チ 必 勝 法 


４．まとめ 
先手も後手も最良手を選んだ場合 


後手必勝と分かった。 


５．今後の目標・進捗状況 
「分身」のルールを加えた場合の必勝法を見つける。 


 


｢分身」…「選択」するかわりに、指の本数を好きに


左右に分ける事ができる。もし、指の本数の和が「４」


ならば、両手を(0 と 4),(1と 3),(2 と 2)のいずれか


に変えることができる。 


現在 


・先手の手が一つで後手の手が二つの場合(方法Ⅰ) 


・両者手が一つずつの場合（方法Ⅰ） 


・b＋d＜５となるすべての場合（方法Ⅱ） 


の先手の必勝条件まで研究が進んでいる。 


２年 数学２班  北村 紀貴 


1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 負
1 1 1 2 2 2 2 2 2 2


1 2 勝
4 2


1 1 負
2 3


1 3 負
2 2


1 1 負
2 4


1 1 勝
3 2


先手番 後手番 先手番 後手番 先手番


→ →


→


→


→


→


→


→→


1 1 a a


2 3 2 5 ｂ ｃ b ｂ＋ｃ


1 1 5 a a a+b+c


2 2 2 4 2 4 2 5 b c b b+c b b+c b 2b+c


→


1 1 a a


6 4 5 2b+c b+c a+b+c


1 1 3 3 a a 2a+c 2a+c


2 1 2 2 2 2 2 5 b c b a+c b a+c b 3a+2c


→


1 1 a a


4 2 4 6 a+b+c a+c a+b+c 2a+b+2c


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→


→
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自作プラネタリウムの作成
天文部 北野 竜也／宗安 勇輝／平岡 優守／松下 佳鈴／米谷 公香


４．今後の予定
①投影機の光源については、クリプトン球よりも明るいハロゲン球を使用し、より早く観望者に星を見てい
ただけるようにする。


②星の明るさごとに穴の大きさを大小に振り分け、一目で何等星かを識別できるようにする。
③見えない部分が出来てしまっていた点を解決するため、軸が透明なものを使用して
解決可能か実験する。


④軸と投影機の球の固定方法を再考する。


３．課題
①光が弱く、星を見るために観望者には目を慣らしていただく必要がある。
②１つの光源で投影するために星の明るさに違いが現れず、星の識別がしづらい。
③投影機の中の軸に光が遮られて、星の見られない部分が出来てしまっている。
④投影機の重みで実際の位置とずれることがある。


２．プラネタリウム実施時のお客様の声・結果
実施：文化祭、学校説明会（科学教室）


「きれいだった。」｢星座について良くわかった。｣など観望者に喜んでいただくことができたが、｢まだ～？｣
｢遅い｣など準備について不満の声もあった。


ドーム（実物）


投影機（中身） クリプトン球


ドーム（内側）


１．特徴・構造
○段ボールを用いた直径約６mの半球のドーム


…五角形、六角形にカットした段ボールを組み立てる
○プラスチック製の半球状の板２枚を合わせた自作の投影機（ピンホール式）


…光源はクリプトン球を使用
軸を回転することで春夏秋冬の星を鑑賞することが可能


投影機（左下の筒：軸及び支柱）
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人工イクラに関するいくつかの考察 


理化部    高辻 涼 / 野中 大生 


１，動機・目的 


  毎年文化祭で行っている人工イクラの実験に興味を持ったので本研究を行った。 


  目的は ①イクラが形成され始める塩化カルシウムのモル濃度を調べる 


②形成されたイクラの強度と塩化カルシウムのモル濃度との関係性を調べる の二つである。 


  なお本研究は途中段階にある。 


４，結果・考察 


入れた塩化カルシウムの量（ｇ） モル濃度（mol/L） 形成されたイクラの様子 


0.010 3.4×10-4 形すらできていないようにみえた。 


0.030~0.070 1.0×10-3~2.4×10-3 形ができているようにはみえたが取り出し


てみるとできていなかった。 


0.15~0.19 5.0×10-3~6.5×10-3 取り出すと形はできているがとてもやわら


かくてイクラと言えそうなものとそうでな


いものの個体差が大きい。 


0.20~ 6.8×10-3~ 硬さが少し増してきて、本物に近い。 


  


上の表から、人工イクラが塩化カルシウムによって 


形成され始める時のモル濃度は約 6.8×10-3である。 


５，今後の課題 


  （実験予定） 


  塩化銅でも同様の実験を行い、モル濃度がイクラの形成に関係するかどうかを調べる。 


  また、注射器を改良した測定器でイクラの強度と濃度の関係を調べていきたい。 


２，仮説 


イクラの強度と塩化カルシウムのモル濃度は比例関係にある。 


３，実験 イクラが形成され始める塩化カルシウムのモル濃度を調べる 


①� 水にアルギン酸ナトリウムを加えて１％の 


アルギン酸ナトリウム水溶液をつくる。 


②� 水 200ｇに Xg の塩化カルシウム（X は変数） 


を溶かして塩化カルシウム水溶液をつくる。 


③� ①でつくった水溶液を②でつくった水溶液に 


数滴入れてイクラが形成されたかどうかを確認する。 
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生物部 気孔はどのような時に開閉するのか

1 年 物理班 大阪市立大学 荻尾 彰一 研究室訪問発表

1 年 化学班 大阪大学 堤 康央 研究室訪問発表

1 年 生物班 大阪大学 改正 恒康 研究室訪問発表

1 年 数学班 大阪市立大学 金信 泰造 研究室訪問発表

生徒のアンケートによりますと、２年生においては科学技術等に対する興味・

関心や今後の研究に対する意欲の向上、１年生においては研究者としての心構え

や研究に対する姿勢の習得という成果があったことがうかがえます。




 


 


気孔はどのような時に開閉するのか 
生物部一同 


2014年度 三国丘高校生物部 


 


2014年度三国ヶ丘高校生物部 


１.動機 目的  


 葉の裏には何があるだろう？特徴的な器官として、「気孔」が挙げられる。気孔はどのように分布し、どんな役


割を担い、どんな構造をしているのか。私たちは気孔のことについてあまり知らないのではないか。そう考えた


私たちは気孔を調査することにした。 


 ２.観察 


 まずは様々な植物の気孔を観察する。学校の敷地内の草本、木本の葉を採取し、次のような二種類の方法で観察


した。 


１. 型取り法 


ホットスティックなど熱で溶ける接着剤を薄く切ったものをスライドガラスに乗せ、それをバーナーで熱する。


少し冷えたら葉の裏に押し当てる。接着剤が固まったら葉をはがし、冷え次第顕微鏡で観察。 


２. 通常の方法 


葉の裏の表皮をはがす。はがした表皮でプレパラートを作成し、顕微鏡で観察。 
３.観察結果（他の植物は資料参照） 


 


パピルスの仲間の葉         気孔（型どり法）       気孔（通常の方法） 


４.考察 


写真からもわかるように、気孔の中に開いているものと閉じているものがあった。もし、気孔を思いのままに開


閉させられれば、より効率的に植物の栽培などができるのではないか。 


５.実験方法 


 ムラサキツユクサ（仮）を使用してどのような条件下で気孔が開閉するのかを調べる。条件は下記の通りである。 


１. 急激な温度変化                                 ８.雷（電気ショック） 


２. 気温の違い                                   ９.水中 


３. 湿度の違い                     １０.照度の違い 


４. pH の違い                                     １１.光の種類（日光、蛍光灯、ブルーライト等） 


５. CO2 濃度                       


６. イオン（K⁺、Na⁺等） 


７. 日周性（朝昼晩）                  ＊実験方法は摸索中 


 
６.今後の課題 


適切な実験を行い、結果を出すことができるか。条件設定方法など、知恵を絞らなければならないだろう。最  


終１１月に発表できるように余裕をもって研究を行いたい。 
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3,感想 
今回、大学研究室を訪問して、


宇宙線物理学のことと、今後の


研究の取り組み方を教えていた


だきました。 


荻尾准教授から学んだことを今


後の研究に活かしていきたいと


思います。      2014/8/11 


 


 


 


2014/08/16 


 
1年 物理１班 土屋祐太朗、柴田康平、原出涼平、前原海人 


 


 


 


 


 


1,講義の内容 
・専門分野「宇宙線物理学」 


・研究を進める上での心構え 


 


2,「宇宙線物理学」 
 


宇宙線とは、宇宙を飛び交う高エネルギー放射線であり、主成分は陽子である。 


しかし、宇宙線はどこで、どのように生成され、エネルギーを獲得するのかは謎とさ


れている。 


その謎を解き明かすための実験の一つとして 


テレスコープアレイ実験が行われている。 


テレスコープアレイ実験では、 


宇宙線の検出器を一定間隔に並べ、 


どの検出器にどのくらいの強さの 


宇宙線が検出されたかをもとに、 


どの方角から宇宙線が来たのか調べている。 


 







1年 物理 2班 


 


荻尾彰一研究室訪問発表  「楽しい研究、楽しむ研究」 


塩崎 悠香 / 堤 義明 / 阿南 ゆき / 福井 絢子 


 


１． 宇宙線物理学 


 宇宙線とは、宇宙を飛び交う高エネルギー放射線のこと。主成分は陽子。(1912 年ビクター・ヘスにより発見。気球に乗っ


て上空ほど放射線強度が高いことが発見され、1936 年ノーベル賞受賞。) どこでどのように生成され、どこでどのようにエ


ネルギーを獲得するのかが宇宙線発見以来の謎。それを解明するために、周りからの影響を受けにくく発生 


地点(ホットスポット)からまっすぐに飛んできやすい最高エネルギー宇宙線を観測・研究している。 


 


２． テレスコープアレイ実験 


アメリカ・ユタ州で行われている、宇宙線の観測の実験。507 台の地表粒子検出器を 1.2km 間隔で並べ、約 700 平方キロメ


ートルを覆っている。これらの検出器で、宇宙線が大気中で作る空気シャワーを検出する。(空気シャワー…宇宙線が大気に


入射する際、大気中の原子核と相互作用し多数の二次粒子を発生すること。) 
 
 
 


３． 実験の研究成果(ホットスポット) 


 観測した最高エネルギー宇宙線の到来方向の分布から、最高エネルギー


宇宙線が集中して到来するホットスポットを調べる。 


研究者は、5 年間北半球で 72 事象を観測し、全体の平均の 4 倍近く集


中している特定の方向を発見。偶然多量の宇宙線が集中したのではないこ


とを証明し、初めてホットスポットの兆候を観測した。 


 発見されたホットスポットは北斗七星の方向にあり、銀河系からは外れ


ていることから、最高エネルギー宇宙線は銀河系の外からやってきたと考


えられる。これより、銀河団に属する天体が最高エネルギー宇宙線の発生


源の具体的な候補として挙げられた。今後観測事例を増やして発生源をつ


きとめ、そこで起きている高エネルギー現象との関連を明らかにしていく。 
 
 


 


４． 研究を進める上での心構え 


・無理に役に立つ研究テーマを探す必要はない。 


・より遠大で、壮大な目標を掲げること。 


・「なぜ？」を問い続ける。より一般的、普遍的な法則や原理で説明できないか考える。 


・定量的な考察を心がける。 


・映画を見たり作ったりするように楽しむ。 


 
 
 


◆まとめ・感想◆ 


この研究室訪問まではそもそも宇宙線の存在も知らなかったが、今回の宇宙線物理学の実験について学び、このような分野もあ


るのだということがわかって視野が広がり、興味も持てた。また、まだ研究に取り組んだことのない私たちにとって、研究を進め


る上での心構えとしてアドバイスしていただいたり、実際に研究をされている方のお話を伺えたのはとてもありがたく、これから


研究に取り組んでいくことに対する不安が和らいだ。今回の経験を、今後の研究に活かしていきたい。 


大阪市立大学 
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1 年 化学１班 池宮杏奈 久保晴菜 米谷公香 酒井俊樹 牧美歩 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 


１．講義内容                 
《アカデミア創薬の最前線～ライフサイエンスへの誘い～》    
 ＊薬学とは…ヒトの健康を科学し、ヒトの健康確保を考究するサイエンス 
  ＊アカデミア創薬とは…アカデミア(大学など)が研究を行い、企業と合同で開発した薬 
  ＊バイオ医薬品とは…特異性と親和的に圧倒的な強みを持つ薬 


 


２.実習 
① 実習ガイダンス 
② 目的…創薬標的となる未知たんぱく質の同定に向けた、たんぱく質の解析方法を学ぶ 
③ 内容…正常状態のたんぱく質と、疾患状態のたんぱく質を分離・染色し、その違いを 
     比較する 
④ 実験内容    


細胞ライセート A と B は同じ細胞由来 
A→刺激群 
B→未刺激群 
Ⅰ．細胞ライセート A、B それぞれ１５μｌにサンプルバッファー１５μｌを混合する。 
Ⅱ．ヒートブロックで、９５℃、５分ボイル。 
Ⅲ．サンプルをアプライする。 
Ⅳ．SDS-PAGE（600V，40mA，45min）実行。 
Ⅴ．CBB 染色する。 
※CBB 染色とは 
クマシーブリリアントブルー（色素）が、タンパク質に吸着することで 
ゲル内タンパク質の染色像を得る方法 
Ⅵ．ガラス板からゲルを取り出し、染色する。 
Ⅶ．ラップをして沸騰直前までレンジで加熱。 
Ⅷ．蒸留水で 2 回洗浄する。 
Ⅸ．ハイブリバッグにサンドイッチし LAS4000 で撮影する。 
Ⅹ．結果を印刷する。 


 


 


３．感想 
今までしたことのない実験や興味深い講義は、私たちにとってとても貴重であり、刺激を受けま
した。堤先生の「人事を尽くして天命をもぎ取れ」という言葉はとても印象的でした。私たちも
未来の科学者として、“ＩwishＩcan”でなく“ＩthinkＩcan”の精神を持とうと思いました。 今
回の訪問で学んだ内容を、より深く調べ、課題研究のテーマ決定に役立てます。しかし、先生も
おっしゃっていたように、実験が成功する確率はごくわずかです。それでも、失敗からたくさん
のことを学んで自分の課題研究を進めていきます。 


 







病気の原因となる蛋白質を見つけ出すため、刺 


 


１年 化学２班 


大阪大学薬学部訪問 堤康央研究室 
                 森本和喜 / 出村谷夏海 / 田中志乃 / 谷川実寿恵 / 富松真央 


 


 


 


 実習内容 


１ 目的  
病気の原因となる蛋白質を見つけ出すため、病気に見立てた蛋白質と正常な蛋白質を分離・染色し、


違いを比較する。 


２ 手順 
刺激した蛋白質と未刺激の蛋白質に緩衝液（蛋白質を分離する溶液）を入れて、熱し、４５分電流


を流す。その後洗浄して観察する。 


 


３ 結果 
SDS-PAGE（目的蛋白質の構造を変化させて、分子量の違いにより 


分離する手法）を用いた結果、蛋白質の大きさの違いで分離 


することができた。 


SDS-PAGE には小さな穴があいているため、大きい蛋白質は通り 


抜けず、上に残った。                     （SDS-PAGE に電流を流す様子）              


溜まった蛋白質が多いほど、幅が広く見えた。  


刺激した蛋白質は一部の蛋白質の量が、未刺激の蛋白質よりも多く 


なっていた。その結果より、その一部の蛋白質が、病気の原因に 


なっていることがわかった。 


 


４ 使い道 
病気の原因となっている蛋白質のみに、効く薬品を開発することが 


できる。そのため、副作用をなくすことができるようになる。 


                            （SDS－PAGE を染色し、見やすくしたもの） 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 感想 
大阪大学の訪問で、最先端の医薬開発についての話や、科学者としての心構えなどを学び、これからの SSH


への取り組みに対して、視点が変わったと思う。実習では内容は難しかったが、丁寧に指導していただいた


り、質問をさせていただいたため、理解することができ薬学について考えが深まった。これらの経験を生か


して、私たちの将来に役立てたいと思う。 







↑たとえば、特定の抗原(病原体)


のみを攻撃する薬を作れる！ 


 


 


 


 


 


 


1年 化学 3班 ： 藤本美嶺 上田直斗 宮地香奈 篠原七海    


 


＋＋今回の研修内容＋＋  


＊薬学、アカデミア創薬についての講義  


＊タンパク質の泳動実験  


＊研究室の見学  


 


 


  


 


   
                              


 


 


←ピペットマンといい 


一定量を正確に 


量り取れる機械 


←疾患のある細胞（A）と 


正常な細胞（B）に 


それぞれサンプルバッファーを 


入れる 


実験の様子 


（図１） 


←(図１)で温めたサンプルをアプライ 


こののち、中のゲルを CBB 染色(タン


パク質の染色像を得るため) 


 


   ～人事を尽くして天命をもぎとれ！！！～ 


←ピペットマンという、


一定量を 


量り取る道具。 


←９５度で５分 
加熱する 


 


 


 


アカデミア創薬とは、 


アカデミア(大学院など)の人々由来の 


薬であり、医薬品をつくるための 


疾患のメカニズムの解明に努められる。 


→ 


↓ 


 


↓ 


最先端の化学に触れ、SSH で活動するのに 


とても役立つと思いました。 


教わった科学者の在り方を心に刻んでおき


たいです 


感想 
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１年 生物班                  


      新納 航  松川 知生  平井 和之  西田 さくら 


 改正教授の講義を受け、実験を体験することによって生物学により興味 


          をもち、理解を深めるため。 


 


  免疫とは、感染、病気を防ぐために十分な生物的防御力をもってい


る状態のこと。樹状細胞とマクロファージが病原体を取り込み、その情報をリンパ節へ送る。そ


こで作られた抗体が病原体のもとまで送られ、病原体を破壊する。 


 だが、全ての免疫が人体に良い影響を及ぼすわけではない。アレルギーなどの自己免疫疾患を


おこすような免疫があり、それが原因で死に至ることもある。 


 ES 細胞とは、万能細胞の一種で様々な種類の細胞に分化し、増殖する能力をもつ。免疫学フロ


ンティア研究センターでは、手を加えた ES細胞をマウスの受精卵に注入し、様々な遺伝子改変マ


ウスを作る。そのマウスに働く免疫にどのような違いがあるかを研究している。その中の ES細胞


を受精卵に注入する作業を体験した。 


 改正教授は、サイエンスに必要なのは一つ一つの研究において真理を追究し続けることと、た


くさんの人との出会いだとおっしゃっていた。尊敬できる人との出会いが自分の未来を変えるか


もしれない。私たちもいろいろな人との出会いを大切にするべきだろう。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  研究室訪問によって、ES 細胞が生物学にとってどれほど重要かが分かった。 


また、ES細胞の注入という貴重な体験をして、さらに生物学に興味がわいた。 


訪問で学んだ事を今後の研究に役立てていこうと思う。 
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            数学班  榎嶋 亮  高倉 咲葵  


 


 


 


１ 訪問の目的   
   実際に数学研究者に会って話を聞くことによって、数学をより近くに感じ、理解を 


  深めるとともに、今後の学習に対する姿勢や心構えを固めるため。 


２ 講義内容  ～結び目の数学入門～ 
① 結び目とは何か？ 


定義；１ 結び目とは、３次元空間の中の自分自身とは交わらないような円周のこと。 


② 図形の変形 


ここでは２つの結び目が与えられた時、一方をあやとりの要領で動かし他方の結び目に変形できるか否かに


ついて調べる方法のひとつを挙げる。 


 下の左の図のような３つの結び目の変形をライデマイスター移動という。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 これで２つの結び目が同じ結び目であるか否かがわかるが、複雑な図形になったときにわかりにくい。そこで、


このライデマイスター移動を応用した、３彩色可能性を利用する。この３彩色可能性には上の右図の条件がつく。 


この条件を守ればどのような結び目であっても簡単に判別できる。 


 結び目を研究は、元素表の作成などに役立ってきた。今日ではこの結び目理論を応用して理論物理学、高分子


化学、また生化学や認識科学といったさまざまな分野の発展が期待されている。 


３ 感想 
 人数が少なかったこともあり、私たち個々の質問に丁寧に答えてくださったので、今後の参考になった。日々


の積み重ねこそが、学問を修めていく際に最も大切なことであるという金信先生の言葉に胸を打たれた。また、


数学の中の結び目というたったひとつの分野からさまざまな可能性が生まれることを知り、数学者であっても科


学の知識が必要であるように、幅広い教養をつけることの大切さをも改めて感じさせられた。 


 


１年 数学班 


 


                    


                   


榎嶋 亮 / 高倉 咲葵  
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